
ジオパーク通信

　世界ジオパーク地域は、その価値を保障するために、4年に一度、
再審査を受けなくてはなりません。7/24 ～ 27の４日間、再審査の
ために来訪したのは、このお二人の先生でした。

　洞爺湖周辺の実り豊かな大地をもっと宣伝したい！という思いから生まれた洞爺湖町オリジナルエコ
バック「大地のポケット」に、新たに 3つの図柄が加わりました。国の地方創生加速化交付金事業の採
択を受けて実現したもので、山陰海岸ジオパークである兵庫県豊岡市の鞄専門店で作られたバックです。
　このオリジナルエコバック（３種類のいずれか１枚）を 12月まで、毎月抽選で６名の方にプレゼ
ントします。ぜひ、このバックを持ち歩いて「世界ジオパークの町」の宣伝役になってください！ 
　希望する方は、はがきかファクス、またはＥメールで、下記内容をご記入のうえご応募ください。
　８月分の締切は８月 31日の消印まで有効です。当選は発送をもってかえさせていただきます。
※一度当選された方は対象となりませんので注意してください。

ユネスコ世界ジオパークの再審査
が行われました！

１．応募者の名前　　　　２．連絡先電話番号
３．届け先の住所（洞爺湖町内に限ります）
４．ジオクイズの答え（①～③の中から選んでください）

　＜ジオクイズ＞
　このエコバックを作った工場がある兵庫県豊岡市は、ユネ
スコ世界ジオパークです。その名前は？
① 箱根ジオパーク　② 山陰海岸ジオパーク　③ 男鹿半島ジオパーク

※ジオパーク通信内にヒントがあります。

～ 応募先 ～　〒 049-5692
洞爺湖町栄町 58番地　洞爺湖町役場ジオパーク推進課
※ファクスは　Fax 76-4727 まで　
※Ｅメールは　info@toya-usu-geopark.org　まで

バックの図柄は絵本『11万年のうえの
１日』から「小幌海岸」「リンゴ畑」「洞
爺湖温泉」の 3種類。
※図柄の指定はできません。

７月号のジオクイズの答え
「1977年（昭和 52年）」でした！

洞爺湖町  オリジナルエコバックで
「大地の物語」を PR！

抽選で
　　当たる！

Zhang Jianping
ザン・ジャンピン先生
・中国地質大学（北京）の
　古生物学教授。
・中国各地のジオパークに 
　詳しい。

Kirstin Lemon
カースティン・レモン先生
・英国地質調査所、環境防災　　
　チームのリーダー。
・イギリス世界ジオパーク
　協会の副会長。

審査の様子は、
次回のジオパーク通信で！

第 61号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015

最新情報

ジオパーク通信
洞爺湖有珠山ジオパークだより
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